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道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、  明るく健康で、活力ある村をつくります。

住んでみたい村住んでよかった村の実現 ５

道志水源林 100 年記念式典で長田村長と

林文子横浜市長が植樹した桜が咲いていました。 

道の駅にて（2016 年）



（2）平成 30年 5月１日

　

こ
の
度
、
村
長
の
指
名
を
受
け
、
村
議

会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月
１
日
よ
り

副
村
長
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

副
村
長
と
い
う
重
大
な
職
を
拝
命
し
、
身

に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
長
田
村
長
は
、
本
村
の
直
面
し

て
い
る
少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
「
人
口
減

少
」
や
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
大
規

模
地
震
・
富
士
山
噴
火
等
の
「
大
規
模
自

然
災
害
」
に
備
え
、
様
々
な
施
策
を
計
画

に
沿
っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少

対
策
に
お
い
て
は
、
子
育
て
環
境
充
実
の

た
め
の
各
種
支
援
策
や
、
住
宅
購
入
補
助

事
業
な
ど
の
創
設
、「
道
志
村
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
構
想
」
策
定
な
ど
、
移

住
・
定
住
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
３
月
に
は
「
道
志
村
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
」を
策
定
し
、国
、県
、

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
「
大
規
模
自

然
災
害
」
に
備
え
た
強
靭
化
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
田
村
長
が
掲
げ
る
「
住
ん
で
み
た
い

村　

住
ん
で
よ
か
っ
た
村
」
の
実
現
に
向

け
た
様
々
な
施
策
は
、
本
村
の
抱
え
る
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
確
実
に
着
実
に
実

施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
長

を
補
佐
し
、
職
員
と
一
体
と
な
り
誠
心
誠

意
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
様
の
一
層

の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
よ
り
、
長
田
和
夫
前
教

育
長
の
後
任
と
し
て
、
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
本
村
教
育
の
発
展

の
た
め
に
精
一
杯
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
は
人
々
の
多
様
な
個
性
・

能
力
を
開
花
さ
せ
人
生
を
豊
か
に
す
る
と

と
も
に
、
社
会
全
体
の
更
な
る
発
展
を
実

現
す
る
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
本
村
教
育
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

様
々
な
時
代
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
、
創

造
性
に
溢
れ
、
心
身
共
に
健
や
か
な
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
に
向
か
っ
て
柔
軟
に
適

切
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
、
私
は

捉
え
て
い
ま
す
。
前
教
育
長
を
は
じ
め
先

人
の
努
力
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。
七
里
の
先
人
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
本
村
の
教
育
が
、
よ
り
一
層
充
実

し
発
展
で
き
ま
す
よ
う
、
村
民
の
皆
様
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
容
し
、
先

行
き
不
透
明
で
変
化
の
激
し
い
社
会
に
対

応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け
た
教
育
・

指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
教
職
員
が
子
供
た

ち
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
教
育
環
境
の
整

備
、
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
た
質
の
高
い
授

業
づ
く
り
、
少
人
数
を
生
か
し
た
指
導
の

充
実
、
ま
た
昨
年
度
よ
り
小
・
中
学
生
が

同
じ
校
舎
で
生
活
し
て
お
り
、
九
年
間
の

学
び
と
育
ち
を
つ
な
ぐ
連
携
体
制
づ
く
り

等
、
出
来
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
着
実
に
と

い
う
姿
勢
で
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本

村
の
教
育
行
政
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副村長　長田公明
任　期 平成 30 年４月１日～
　 　　平成 34 年３月 31 日

教
育
長
就
任
挨
拶

副
村
長
就
任
挨
拶

副
村
長
に
長
田
公
明
氏
　

教
育
長
に
佐
藤
文
泰
氏
が
就
任

教育長　佐藤文泰
任　期 平成 30 年４月１日～
　 　　平成 33 年３月 31 日
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小中学校　教職員紹介

道
志
中
学
校

道
志
小
学
校

　

着
任
職
員                     （
前
任
校
）

校　

長　

山
本　

成
利　

甲
斐
市
立
竜
王
中
学
校

教　

頭　

加
納
光
太
郎　

県
教
育
委
員
会
事
務
局

教　

諭　

新
田　

敏
子　
都
留
市
立
都
留
文
科
大
学
附
属
小
学
校

教　

諭　

藤
本　

修
平　

都
留
市
立
谷
村
第
一
小
学
校

教　

諭　

三
浦　

史
帆　

富
士
河
口
湖
町
立
船
津
小
学
校

教　

諭　

高
尾
み
の
り　

富
士
吉
田
市
立
明
見
小
学
校

教　

諭　

小
林　

彩
夏　

笛
吹
市
立
八
代
小
学
校

栄
養
教
諭　

澁
谷　

圭
吾　

新
採
用

助
教
諭　

森
田　

実
咲　

村
採
用

　

離
任
職
員                     （
新
任
校
）

校　

長　

藤
巻　
　

豪　

上
野
原
市
立
上
野
原
西
小
学
校

教　

頭　

桐
山　

賢
一　

甲
府
市
立
相
川
小
学
校

教　

諭　

杉
本　

典
子　
退
職
（
再
任
用
）
山
中
湖
村
立
山
中
小
学
校

教　

諭　

菅
谷　

由
美　

富
士
河
口
湖
町
立
大
石
小
学
校

教　

諭　

石
井　

園
美　

大
月
市
立
七
保
小
学
校

教　

諭　

奥
脇　

大
介　

富
士
吉
田
市
立
吉
田
西
小
学
校

教　

諭　

前
地　

雄
介　
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
第
一
小
学
校

栄
養
教
諭　

船
川　

千
草　

山
中
湖
村
立
山
中
小
学
校

助
教
諭　

佐
々
木
健
二　

上
野
原
市
立
上
野
原
小
学
校

佐
藤
龍
文

教
務
主
任

森
田
実
咲

Ｔ
Ｔ
担
当

高
尾
み
の
り

３
年
担
任

新
田
敏
子

４
年
担
任

加
納
光
太
郎

教
頭

山
本
成
利

校
長

三
浦
史
帆

１
年
担
任

小
林
彩
夏

３
組
担
任

藤
本
修
平

５
年
担
任

髙
橋
元
子

２
年
担
任

花
上
良
美

養
護
教
諭

佐
藤
都
子

事
務
職
員

澁
谷
圭
吾

栄
養
教
諭

古
川
靖
士

６
年
担
任

武
井　

武

２
年
主
任

大
原
誠
治
朗

１
年
主
任
・
担
任

深
澤　

勉

教
頭

輿
石　

信

校
長

佐
藤
栄
克

教
務
主
任

渡
邉
光
子

３
年
主
任

天
野
美
幸

養
護
教
諭

古
屋　

聡

事
務
職
員

ア
リ
ー
サ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン

Ａ
Ｌ
Ｔ

佐
野
遥
香

３
年
担
任

中
山
明
憲

１
年
副
担
任

宮
下
奈
々

２
年
担
任

深
澤
由
美

学
校
司
書

餌
取
秀
才
典

３
年
副
担
任

木
﨑  

綾

２
組
担
任

橋
本
真
樹

４
組
担
任

　

着
任
職
員　
　
　
　
　
（
前
任
校
）

教　

諭　

渡
邉　

光
子　

富
士
吉
田
市
立
吉
田
中
学
校

教　

諭　

大
原
誠
治
朗　

富
士
吉
田
市
立
明
見
中
学
校

教　

諭　

餌
取
秀
才
典　

期
間
採
用

養
護
教
諭　

天
野　

美
幸　

山
中
湖
村
立
山
中
湖
小
学
校

事
務
職
員　

古
屋　
　

聡　

甲
州
市
立
井
尻
小
学
校

　

離
任
職
員　
　
　
　
　
（
新
任
校
）

教　

諭　

名
取　

明
子　

都
留
市
立
谷
村
第
一
小
学
校

教　

諭　

上
杉　

弥
生　

都
留
市
立
都
留
第
一
中
学
校

教　

諭　

奥
脇　

百
恵　

富
士
吉
田
市
立
明
見
中
学
校

教　

諭　

米
山　
　

徹　

笛
吹
市
立
浅
川
中
学
校

養
護
教
諭　

小
宮
さ
ゆ
り　

笛
吹
市
立
一
宮
北
小
学
校

事
務
職
員　

小
澤
友
里
佳　

西
桂
町
立
西
桂
小
学
校　
　

道 志 小 学 校

道 志 中 学 校
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道志村役場　職員配置状況

産業振興課 佐藤万寿人（課の統括、農業委員会事務局長（兼））課 長

☎52-2114 産業創造
グループ

佐藤　好起
山口　　圭
中込　　泰

（グループの統括、産業振興、中山間事業、農村地域防災、地域おこし協力隊）
（農業振興、農地法、農業委員会、直接支払、農政全般）
（観光・商工、消費者保護、体験農園）

ＧＬ係長
主 事
主　　事

水源の郷振興
グループ

佐藤　勇樹
谷　　直樹
池谷　圭司

（グループの統括、地籍調査、国県道関係、大規模開発、土木全般）

（水道事業、村道維持管理、林政全般、エコライフ、森林環境）
（浄化槽事業、廃棄物処理、住宅建設、建築行政、景観行政、開発行為、村道、水道事業）

ＧＬ主幹
主　　任
主　　事

村　

長　

長
田　

富
也

教
育
長

  

佐
藤　

文
泰

小中学校 深澤　由美（小中学校図書担当）嘱託職員

給食センター 菅谷　久美・山口　　舞・長田はる奈調 理 員

教育委員会
事務局

☎52-1020
金子　正太
杉本　有華

山本あゆみ
（社会教育、社会体育、体協、スポ少、スポーツ推進委員）
（学校教育）

（教育委員会庶務）
主　　事
主　　事

嘱託職員

教育委員会 山口かおり（事務局の統括、総務）課 長

村
民
の
み
な
さ
ま
の
問
い
合
わ
せ
に
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
直
通
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（平成 30年 4月 1日現在）

議会事務局☎52-2112 山口　晃司
諏訪本英樹

（議会事務局）
（議会事務局）

局長（兼）
主 幹

総　務　課 課　　長 諏訪本　栄（課の統括、監査事務局長、選管書記長）

財政
グループ

山口　　昇
山本　　信
渡辺　智美

（係りの統括、財政、起債、公会計、入札、財産管理）
（財政、入札、公用車）
（財産管理）

係　　長
主　　任
主事補（兼）

税務
グループ

半田　貴子
水越　清流

（係りの統括、住民税、法人税、滞納整理機構）
（固定資産税、軽自動車税）

主　　任
主 事

出納室 山口　晃司
渡辺　智美

（出納事務の統括、財産管理の統括）
（出納事務全般）

会計管理者
主 事 補

☎52-2111 総務・行政
グループ

山口　俊一
諏訪本英樹
山口　拓也
池谷　莉菜

（グループの統括、総務、給与、法制執務、選挙）
（監査）
（消防防災、選挙、街路灯、防犯、庁舎管理）
（安協、庁舎管理、男女共同参画、庶務）

ＧＬ主幹
主幹（兼）
主　　任
嘱託職員

ＧＬ＝グループリーダー

学童保育所
（☎ 52-1045） 佐藤　　都・鈴木　英世・水越　絵美・樺澤　正子

歯科診療所
（☎ 52-2155）

水越　三弘
山口　珠美

（歯科医師、歯科診療所長）
（歯科診療所事務全般）

歯科医師
主 幹

医療保健
グループ

金子　尚章
佐藤　瑠美
山口　　栞
日下部郁美

（健康診断、介護相談、母子保健、つぼみっこ）
（住民健診、すこやか医療、予防接種、食育推進、健康推進、保育所）
（グループの統括、国民健康保険、医科・歯科診療所）

（医療保険、児童手当、ひとり親）

ＧＬ係長
主　　任
保 健 師
嘱託職員

住民健康課 佐藤　太清（課の統括、保育所長（兼）、学童保育所長（兼））課 長

保育所
（☎ 52-2239）

小宮ゆかり
板垣　麻衣・水越里加子・佐藤　玲奈

佐藤　美雪・出羽　豊子
長田　蘭子・長田むつ美・河野香代子・小林　春美・抱井美鹿子

（主任保育士）保 育 士
保 育 士

臨時（調理員）
臨時（保育士）

☎52-2113 住民福祉
グループ

山口　登美

池谷真奈美
山口　里佳

宮下美恵子
（グループの統括、高齢者・障害者福祉、民生委員会、にっこりコール、学童保育所）

（介護保険、人権、保護司、遺族会、動物愛護）
（戸籍、住基、後期高齢者医療、国民年金、マイナンバー）

（地域包括支援、介護相談、介護予防教室（運動・口腔）、作品教室）
ＧＬ主幹

主 事
主 事 補

保 健 師

にっこりコール
（☎ 52-3072） 菅谷　昌子・山口のり子・山本　エリ・杉本由貴子臨　　時

（オペレーター）

臨　　時
（指導員）

医科診療所
（☎ 52-2040）

清水　秀明
佐藤まゆみ（主任看護師）

佐藤　史子

（医科医師、診療所長）

（医科診療所事務全般）

医　　師
看 護 師

嘱託職員
長田　美紀（准看護師）看 護 師

副
村
長　

長
田　

公
明

ふるさと振興課 菅谷　克士（課の統括）課　　長

☎52-2114
杉本　　悠
村田倫太郎

水越　　実
（情報全般、大学連携、土地利用、過疎対策、横浜市友好交流、水源基金、団体補助金）
（広聴広報、移住定住対策、統計、コミュニティ助成）

（総合計画、総合戦略、政策全般、サテライトオフィス、公共交通、買い物環境、ふるさと納税、オリンピック）
主　　任
主　　事

ＧＬ係長政策
グループ



広報どうし 449 号（5）

　

こ
の
度
、
道
志
村
役
場
総

務
課
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
、水
越
清
流
と
申
し
ま
す
。　

担
当
は
税
務
で
、
固
定
資
産

税
と
軽
自
動
車
税
が
主
と
な

り
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
学
生
を
し

て
お
り
、
新
卒
と
し
て
道
志

村
役
場
で
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
道
志
村
は
特
に
人
と
人

と
の
繋
が
り
が
強
い
村
で
あ
り
、
そ
こ
が
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

税
務
の
仕
事
は
村
民
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
、
丁
寧
な

対
応
を
通
じ
て
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
職
員
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
生
ま
れ
育
っ

た
道
志
村
と
村
民
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総務課　水越清流

　

４
月
よ
り
道
志
村
役
場
住
民
健
康
課
で
保
健
師
と
し
て

働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
口
栞
で
す
。
道
志
村
に
嫁
い
で

き
て
早
５
年
。
村
民
の
皆
様
の
優
し
さ
・
明
る
さ
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
看
護
師

と
し
て
働
い
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
保
健
師
業
務
は
全
く

の
初
心
者
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
面
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
が
健
康
で
安
全
に
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
尽

力
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

住民健康課　山口　栞

　

こ
の
度
、
道
志
村
役
場
住
民
健
康
課
保
育
所
所
属
と
な

り
ま
し
た
、
佐
藤
玲
奈
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
都
留
市
の
保
育
園
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
地
元
の
保
育
所
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
保
育
士
と
し
て
は
５
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
新
任

職
員
と
し
て
気
持
ち
を
改
め
て
４
年
間
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
な
が
ら
勤
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
新
任

で
未
熟
な
場
面
も
あ
り
、
至
ら
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保育所　佐藤玲奈

役場新任職員紹介

　

４
月
よ
り
道
志
村
役
場
に

採
用
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
振
興

課
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
村
田
倫
太
郎
と
申
し
ま

す
。
担
当
業
務
は
移
住
・
定

住
支
援
、
広
報
、
統
計
調
査

で
す
。
大
学
・
大
学
院
で

６
年
間
ほ
ど
道
志
村
を
離

れ
て
い
ま
し
た
が
、
職
員
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
道
志
村
を
離
れ
て
い
た
間
も
大
学
へ
の
提
出
書
類
等
で
役
場
の
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
住
民
が
不
便
の
な
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
慣
れ
な
い
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
大
変
で
す

が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふるさと振興課　村田倫太郎

　

こ
の
度
、
道
志
村
役
場
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
、
中
込　

泰
と
申
し
ま
す
。
産
業
振
興
課
で
は
主
に
観

光
と
農
政
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
人
情
味

あ
ふ
れ
る
道
志
村
の
地
で
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
道
志
村
に
来
て
ま
だ
日

も
浅
く
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
道
志

村
の
魅
力
を
学
び
、
そ
の
魅
力
を
沢
山
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

　

道
志
村
や
村
民
の
皆
様
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

産業振興課　中込　泰



平成 30年 5月１日（6）

　第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料は、介護保険事業計画の見直しに応じて３年ごとに設定されます。第１
号被保険者の介護保険料は市町村ごとのサービスの給付水準によって決まるため、保険料額は全国一律ではありません。
サービスの給付水準が高い市町村では保険料が高くなり、そうでない市町村では、保険料は低く設定されます。
　このたび、本村の第７期介護保険事業計画を策定するとともに、平成30～ 32年度の3年間に必要な介護サービス
の総費用の見込みをもとに新たな介護保険料が定められましたが、本村では、保険料の増額は行わず、据え置きとします。

所得段階 対象となる方 保険料の調整率
第７期保険料（年額 /月額）
H30年度 H31年度 H32年度

第１段階
・生活保護受給者
・世帯全員が村民税非課税の老齢基礎年金受給者
・世帯全員が村民税非課税かつ本人年金収入等 80 万円以下の人

基準額× 0.50 36,000 円 /3,000 円

第２段階
世帯全員が村民税非課税かつ本人の年金収入等 80 万円超 120 万円
以下の人

基準額× 0.75 54,000 円 /4,500 円

第３段階 世帯全員が村民税非課税かつ本人年金収入 120 万円超の人 基準額× 0.75 54,000 円 /4,500 円

第４段階
本人が村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等 80
万円以下の人

基準額× 0.90 64,800 円 /5,400 円

第５段階
本人が村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等 80
万円超の人

基準額× 1.00 72,000 円 /6,000 円

第６段階 本人が村民税課税で合計所得金額が 120 万円未満の人 基準額× 1.20 86,400 円 /7,200 円

第７段階 本人が村民税課税で合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満の人 基準額× 1.30 93,600 円 /7,800 円

第８段階 本人が村民税課税で合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満の人 基準額× 1.50 108,000 円 /9,000 円

第９段階 本人が村民税課税で合計所得金額 300 万円以上の人 基準額× 1.70 122,400 円 /10,200 円

【所得段階別保険料額】

年金が年額 18万円以上の方 年金が年額 18万円未満の方

年金定期払い（年６回：偶数月）の時に天引きされます（特別徴収）。
※特別徴収の対象となる年金は、老齢・退職年金、遺族年金、障害年金です。特別徴
収の対象者として把握されると、概ね６ヶ月後から保険料が天引きされます。

村から送付される納付書の納期に従って、個別
に納めます（普通徴収）。普通徴収の方は、便利で納
め忘れのない口座振替をご利用下さい。

　介護保険料はみなさんの保険料が大切な財源になっています。介護が必要になったときに、だれもが安心してサー
ビスを利用できるよう、保険料は忘れずに納めましょう。

介護保険の財源　40 歳以上のみなさんが納める介護保険料は、国
や自治体の負担金などとともに、介護保険を健全に運営するための
大切な財源となります。その内訳は、国県村の公費が 50％で、残
りの 50％は被保険者が負担することになっています（右図のとおり）。

　介護保険制度は 40歳以上の方が納める保険料と税金を財源とした、助け合いの精神に基づく制度です。高齢者の
方が住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮らせるように、またご自身やご家族が介護を必要としたときにも安心し
た生活ができるように社会全体で支えていこうという仕組みです。

保険料の納め方 65 歳以上の方の保険料の納め方は、受給している年金の額によって２通りに分かれます。

 65 歳以上の方の介護保険料額が決定しました

保険料の決まり方 65 歳以上の方の保険料は、本村の介護サービス費用がまかなえるよう算出された「基準額」
をもとに所得に応じて決まります。

道志村で必要な　　　　　　　　　　　　
介護サービスの総費用

65 歳以上の方
の負担分　23％

道志村に住む 65 歳
以上の方の人数

道志村の保険料の基準額　
6,000 円（年額 72,000 円）　

この基準額をもとに、
世帯の所得によって下記の９段階に分かれます。

× ÷ ＝

第 1
被保険者
23.0％

公費
50％

保険料
50％第 2

被保険者
27.0％

国
25.0％

山梨県
12.5％

道志村
12.5％

65歳以上の
方の保険料

40～64歳の
方の保険料

● 

問
い
合
わ
せ　

 

住
民
健
康
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☎
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－

２
１
１
３



広報どうし 449 号（7）

平成 30年 4月より、

県内全域での病児保育の広域利用が

　子どもが病気になったとき、保育園に子どもを預けることができず、困ったことはないですか？
　「病児保育」は、このようなときに、とても役に立つ施設です。
　全市町村参加による協定締結により、病児保育施設を持たない市町村の住民であっても、平成
30年４月より、県内にある全ての病児・病後児保育施設を自由に利用できるようになりました。
　働いているお父さん・お母さんが、病気になった子どもを安心して預けられる体制を整える
ことにより、子育て世帯の仕事と子育ての両立を支援します！！

◇ 県内のどこに住んでいても、病児・病後
児保育施設を自由に利用できます。

広域化で何が変わるの？

内　容

病児保育の利用の流れ

① 事前の利用登録

③ 登録した施設に「仮予約」の連絡

④ かかりつけ医を受診

入院の必要が無いと
判断した場合

急性期の場合等

⑤ 施設に「本予約」の連絡

⑥ 病児保育の利用

体調悪化等により

⑦ 病児保育の終了

⑧ お迎え（利用料金支払）

※施設により「利用の流れ」が異なる場合があるため、事前に施設または役場に確認して下さい。
※「対象児童の年齢」は０歳から小学６年生まで、「利用料金」は施設によって異なる場合があるので、事前確認を
お願いします。

事前に確認
してね！

病児保育施設 位置図

始まりました ! !

事前に確認

施設の相互利用ができるよ！

② 子どもの発病（発症）

入院 又は 自宅療養

受診 又は 自宅療養

●
●

●●
●

●

●

●

●

●

▲

▲

▲

▲

▲

北杜市

韮崎市

早川町
身延町

都留市

大月市

甲州市

笛吹市

山梨市

南部町

南アルプス市

市川三郷町
富士河口湖町

富士吉田市

上野原市

小菅村

甲府市

昭和町

中央市

甲
斐
市

丹波山村

鳴沢村
忍野村

山中湖村

道志村

富士川町

病児・病後児 対応型
病後児 対応型

●
▲

※連絡票への主治医の署名

※連絡票を持参

● 

問
い
合
わ
せ　
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平成 30年 5月１日（8）

くらしの情報　〈村から〉

道志村自主防災組織設立支援補助金制度について 総　務　課

☎ 52-2111

　道志村では、平成 29年度から自主防災組織設立支援補助金等制度を設立しています。本補助金は、
自主防災組織を設立し、自主的に避難訓練などの防災活動を行う組織に対して、補助金を交付します。

（１）　自主防災組織設立支援補助金
定　　義 自主防災組織の登録時に、組織の管理及び設立に資する経費として交付する補助金をいう。

補助金額 補助金の交付額は、１組織につき５万円を補助限度額とし、１組織につき１回限りの交付とする。

（２）　自主防災組織運営支援補助金

定　　義
自主防災組織が組織の運営及び防災活動（防災訓練・防災資機材の整備）に資する経費として交
付する補助金をいう。

補助金額
補助金の交付額は、１組織につき各年度５万円を補助限度額とし、各自主防災組織に対して最大
で５年間交付するものとする。

（３）　自主防災組織活動拠点整備補助金
定　　義 自主防災組織が活動のために使用する施設の整備に資する経費として交付する補助金をいう。

補助金額 補助金の交付額は、１組織につき 250 万円を補助限度額とし、１組織につき１回限りの交付とする。

自主防災組織とは？
自主防災組織とは、「自分たちの地域は、自分たちで守る」という地域住民の自

衛意識と連帯感に基づいて結成された組織であり、村内の自治会（２以上の自治会で
設立されたものも含む。）を基本単位として組織されたものをいいます。
自主防災組織の役割
日頃から地域内の安全対策や住民への防災知識の普及・啓発、防災訓練の実施など災害に対する備

えを行い、また、実際に災害が発生した際には、初期消火活動、被災者の救出、
避難所の運営といった活動を行うなど、非常に重要な役割を担っています。
昨年度の実績
・自主防災組織設立支援補助金１件　・自主防災組織運営支援補助金１件
・自主防災組織活動拠点整備補助金１件 長又自主防災組織活動拠点整備事業

使用しなくなった保育所生活用品を寄付して下さい 住民健康課

☎ 52-2113

　村では総合戦略事業の１つとして、使用しなくなった学童用品のリユースを行っています。
　下記の保育所生活用品について、ご家庭で不要になりご提供いただけるもの
がありましたら、ご協力をお願いいたします。

《提供していただきたい生活用品等》
・園服（夏　冬）　・帽子（夏　冬）　・ジャージ（長袖　半袖）　・通園バック　・座布団　
・粘土ヘラ　・絵具のバケツ　・お道具箱　・赤白帽子　・昼寝布団　・黄色の手提げバック
　※洗濯をしてご提供ください。※名札はついたままでも構いません。
《募集期間》５月７日～　《収集場所》役場　住民健康課窓口
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くらしの情報　〈村から〉

村内一斉清掃・一斉消毒のお知らせ
みんなでごみゼロ大作戦 

産業振興課

☎ 52-2114

　毎年恒例の村内一斉清掃と消防団による一斉消毒を行います。
　より快適な環境で生活できますよう、地域の皆さんのご協力をお願いいたします。

日　　時　５月 27日（日）８時より
場　　所　各自治会地内
実施内容　国道・県道・農道・河川・水路などの清掃　ごみステーションの清掃　
　　　　　その他地域がきれいになるような活動であればなんでも！
※ごみの処理方法
　清掃で出たごみは、国道沿い（ゴミステーション付近）にごみの種類ごとに分けて置いてください。
　午後から回収業者が回収いたします。
※注意事項
　・家庭の粗大ゴミは出さないでください
　　（粗大ゴミ収集は７、11月予定）

　・刈った草等を勝手に人の土地に捨てないでください
　・当日利用するゴミ袋は、一斉清掃でのみ利用できます
　　（通常ゴミとしてゴミステーションへは出さないでください）

この事業は道志水源基金及び道志村漁業協同組合の助成を受けて実施しています。

　この大会は、地域振興事業の一つとして、多くの方に道志村へお越しいただき、豊かな自然を感じ・
触れる機会として全国から約 1100 名の参加者で開催します。
　本大会を充実したものとするために、皆様の応援・ご協力をお願いいたします。

【大会開催にともなう徐行通行・交通規制について】
■ 5月 13 日（日）6:55 ～ 7:15 中学校入口付近　国道 413 号線交通規制を行います。

☆選手応援・徐行通行☆　※ご協力をお願いします
　【  7:00 ～    7:30】村民グラウンド～国道 413（中学校入口）～やぐら沢林道区間
　【10:00 ～ 14:30】三ヶ瀬林道～体験農園～鳥ノ胸山登山口区間
　【12:00 ～ 17:00】室久保林道～道志の湯～村民グラウンド区間
☆大会会場応援駐車場☆
　屋内プール・福祉センター駐車場へ駐車してください。皆様の応援をお待ちしております。
　※谷相側からの出入りにご協力をお願いします。
【大会ホームページ】http://www.k-y-trail.com/doushi   　【問い合わせ】観光協会（☎ 52-1414）

第 10 回  道志村トレイルレース
5月13日（日）7 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 皆様の応援・ご協力をお願いします
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6 月 1 日は人権擁護委員の日です 住民健康課

☎ 52-2113

　人権擁護委員法が昭和 24 年６月１日に施行されたことを記念して、
毎年６月１日を「人権擁護委員の日」として活動を行っています。また、
これにちなんで、全国一斉特設人権相談所を開設します。あなたの悩み
を人権擁護委員に相談してみませんか。相談は無料で、秘密は守られます。

○特設人権相談所開設日
　日　時　６月１日（金）10時～ 12時　　場　所　やまゆりセンター

※人権擁護委員は、あなたの街の相談パートナーです。人権擁護委員は、法務大臣の委嘱を受けて、地域の皆さん

の人権が尊重されるように活動している民間人です。

※その他、広報誌による各種人権の啓発や告知端末による啓発、懸垂幕や幟旗の掲示など人権意識の高揚を図ります。

人権擁護委員の委嘱のお知らせ 住民健康課

☎ 52-2113

　人権擁護委員　佐藤久美子氏が４月１日付けで法務大臣から委嘱されました。（再任）
　人権擁護委員は、人格識見が高く、人権擁護に理解のある人を、村長が推薦し、法務大臣から委嘱
されます。任期は、３年間です。村においては、現在３人の人権擁護委員が活躍しています。

五感の集い～春～　森の音楽会 教育委員会

☎ 52-1020

日　時：５月 19日（土）　13：30～
場　所：室久保農村公園　※雨天時　水源の郷　やまゆりセンター
入場料：無料
出　演：オマタ　タツロウと森のオカリナアンサンブル
　　　　創作楽器を用いた演奏会等を予定しています。

陶芸教室 教育委員会

☎ 52-1020

日　時：５月 26日（土）   午前の部 10：00～ 12：00
　　　　　　　　　　　　午後の部 13：30～ 15：30
場　所：蒼芒庵　（長又地区　最後のハッピードリンクの 100 ｍ山中湖側）
参加費：200 円　（保険料も含む）
　参加申込書は、広報と合わせて配布させていただきます。別に必要な場合は教育委員会までお越し
ください。
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●
ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
☆
巻
き
ず
し
を
巻
こ
う
！

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
巻
き
ず
し
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
し
て
み
よ
う
！

・
日
時
：
5
月
12
日
（
土
）
10
時
〜
13
時

・
会
場
：
ぴ
ゅ
あ
富
士　

調
理
実
習
室

・
持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

　

ダ
ナ
可
）、
お
手
ふ
き
、
上
履
き

・
対
象
：
5
歳
〜
12
歳
の
子
ど
も
12
名

・
参
加
費
：
１
２
０
０
円
（
材
料
費
）

※
調
理
す
る
の
は
、
子
ど
も
で
す
。

　

保
護
者
の
方
は
見
学
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
マ
だ
か
ら
知
り
た
い
男
の
子
の
カ
ラ
ダ
と
コ

コ
ロ　

男
の
子
の
か
ら
だ
の
し
く
み
に
つ
い
て

誕
生
か
ら
幼
児
期
を
中
心
に
、
男
の
子

の
か
ら
だ
の
特
徴
を
学
び
ま
す
。母
親
は
、

男
の
子
の
か
ら
だ
の
し
く
み
は
分
か
ら
な

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
で
す
。
小
学
生
や
中

学
生
に
な
る
前
に
理
解
す
る
こ
と
で
、
幼

児
期
か
ら
の
性
教
育
も
考
え
ま
す
。
分

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
出
来
る

講
座
で
す
。
心
配
な
こ
と
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
時
：
5
月
26
日
（
土
）
10
時
〜
12
時
半

・
会
場
：
ぴ
ゅ
あ
富
士
１
階
団
体
連
絡
室

・
対
象
：
男
の
子
の
母
親
、

　

も
し
く
は
関
心
の
あ
る
方
20
名

・
参
加
費
：
無
料
。申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

男
子
ご
は
ん

　

こ
れ
ま
で
料
理
な
ん
か
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
た
あ
な
た
や
立
派
な
料
理
を
作

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
あ

な
た
に
、
家
庭
で
お
い
て
も
作
れ
る
料
理
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
美
味
し
い
と
言
っ
て
く

れ
る
家
族
の
笑
顔
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
！

・
日
時
：
5
月
27
日（
日
）
10
時
半
〜
13
時

・
会
場
：
ぴ
ゅ
あ
富
士　

調
理
実
習
室

・
持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

　

ダ
ナ
可
）、
お
手
ふ
き
、
筆
記
用
具

・
対
象
：
一
般
男
性
20
名
（
女
性
も
可
）

・
参
加
費
：
一
人
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

・
託
児
：
6
ヶ
月
〜
就
学
前

　
（
開
催
日
3
日
前
ま
で
に
予
約
）

女
と
男
の
人
間
学

　

男
女
の
発
想
の
違
い
や
日
本
女
性
の
世

代
ご
と
に
違
う
意
識
・
価
値
観
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
、
あ
ら
た
め
て
家
庭
や
社

会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
考
え
ま
す
。

・
日
時
：
6
月
9
日
（
土
）
13
時
半
〜
15
時

・
会
場
：
ぴ
ゅ
あ
富
士　

大
研
修
室

・
参
加
費
：
無
料　

※
要
事
前
申
し
込
み

・
託
児
：
6
ヶ
月
〜
就
学
前

　
（
開
催
日
3
日
前
ま
で
に
予
約
）

・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
：
ぴ
ゅ
あ
富
士　

　

☎
45

－
１
６
６
６

●
や
ま
な
し
男
（
ひ
と
）
と
女
（
ひ
と
）

と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
！

　
「
逃
げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立
つ
に
学
ぶ

〜
あ
な
た
の
未
来
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、「
逃

げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立
つ
」
の
原
作
者
海

野
つ
な
み
氏
と
、
埼
玉
大
学
教
授
石
阪
督

規
氏
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
男
だ
か
ら
…
、
女
だ
か
ら
…
、
夫
婦

だ
か
ら
…
、
と
い
う
世
の
中
の
「
こ
れ
が

普
通
」
に
縛
ら
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
男

女
の
働
き
方
・
生
き
方
が
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
と
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
を
、
社

会
現
象
を
巻
き
起
こ
し
た
ド
ラ
マ
「
逃
げ

恥
」
を
通
し
て
考
え
ま
す
。
子
育
て
中
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
、
無
料
託
児
も
ご
用
意
し
ま
し
た

（
要
予
約
）。

・
日
時
：
6
月
24
日
（
日
）13
時
半
〜
16
時

・
会
場
：
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
（
甲
府　

　

市
青
沼
３

－

５

－

44
）

・
費
用
：
参
加
無
料

・
講
師
：
海
野
つ
な
み
氏

　
（「
逃
げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立
つ
」
原
作
者
）

　

石
阪
督
規
氏
（
埼
玉
大
学
教
授
）

・
対
象
者
：
ど
な
た
で
も

・
申
し
込
み
：
事
務
局
（
山
梨
県
県
民
生
活
・

　

男
女
参
画
課
）
☎
０
５
５

－

２
２
３

－

　

１
３
５
８
／
メ
ー
ル kenm

in-skt@

　

pref.yam
anashi.lg.jp

※
手
話
通
訳
あ
り

※
無
料
託
児
希
望
の
方
は
6
月
19
日（
火
）

ま
で
に
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
山
梨
県
立
盲
学
校
か
ら
ご
案
内

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
８
」

　
「
見
え
方
」
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
さ

ん
か
ら
成
人
の
方
、
保
護
者
の
方
々
、
支

援
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
、
視
覚
障
が

い
の
こ
と
や
盲
学
校
に
興
味
関
心
に
あ
る

一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
話
を
し
た
り
、

情
報
交
換
を
し
た
り
で
き
る
機
会
で
す
。

　

拡
大
読
書
器
や
弱
視
レ
ン
ズ
等
の
見
え

に
く
さ
を
補
助
す
る
機
器
や
、
目
や
耳
の

不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
め

る
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
展
示
し
、
実
際
に

触
っ
て
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
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5
月
の

つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

　

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保

育
所
入
所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と
遊
ば
せ
、

集
団
生
活
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

住
民
健
康
課　

　

☎
52

－

２
１
１
３

日
時　
　

5
月
10
日
（
木
）
10
時
〜
14
時

場
所　
　

学
童
保
育
所
「
ど
う
し
っ
こ
」

講
師　
　

栄
養
士　

長
田
文
江

内
容　
　
「
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
作
り
」

＊
調
理
実
習
を
し
、
離
乳
食
の
作
り
方
や

幼
児
の
適
切
な
食
事
作
り
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

◎
乳
児
期
か
ら
よ
い
食
事
で
健
康
づ
く
り
！

　
離
乳
食
作
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

◎
村
外
に
出
か
け
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
中
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　
　

5
月
23
日
（
水
）
10
時
〜
15
時

場
所　
　

山
中
湖
「
花
の
都
」

持
ち
物　

お
子
さ
ん
の
昼
食
・
着
替
え
等

＊
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
事

前
に
連
絡
し
た
時
間
に
国
道
沿
い
で
お
待

ち
く
だ
さ
い
。
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お

願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

♬
5
月
の
「
歌
の
会
」

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

　
「
歌
の
会
」
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ

せ
て
、
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
童
謡
な
ど
、

心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
い
で
下
さ
い
。

◎
日
程

2
日
（
水
）、
7
日
（
月
）、
8
日
（
火
）、

10
日
（
木
）、
17
日
（
木
）、
18
日
（
金
）、

21
日
（
月
）、
23
日
（
水
）、
25
日
（
金
）、

29
日
（
火
）

※
14
時
〜
15
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
：
住
民
健
康
課　

　

☎
52
―
２
１
１
３　

くらしの情報　〈その他〉
た
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
ズ
を
使
っ

た
弱
視
体
験
等
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

関
心
の
あ
る
皆
様
、是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

・
日
に
ち
：
７
月
21
日
（
土
）

・
対
象
：・
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
乳
幼
児
・

　

児
童
・
生
徒
、
成
人
及
び
保
護
者

　

・
教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い

　

教
育
等
に
関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も

※
展
示
見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

　

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が

い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が

あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

・
日
時
：
７
月
７
日（
土
）・
７
月
８
日（
日
）・　

　

８
月
25
日
（
土
）・
８
月
26
日
（
日
）　　

　

10
時
〜
15
時
ま
で

　
（
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
）

・
内
容
：
盲
学
校
教
員
に
よ
る
、
見
え
方

　

や
見
え
に
く
さ
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い

　

て
の
相
談

・
対
象
：・
視
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
、

　

成
人
お
よ
び
保
護
者
／
・
教
育
・
福
祉

　

関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教
育
に
関
心
の

　

あ
る
方
　々

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は

　

各
相
談
会
開
催
週
の
木
曜
日
17
時

・
そ
の
他
：
年
間
通
し
て
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
平
日
）。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

　

視
覚
障
が
い
教
育
に
関
す
る
一
層
の
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
日
時
：
６
月
23
日
（
土
）
９
時
〜
14
時　

・
内
容
：
盲
学
校
の
概
要
説
明
、
校
内
・

　

授
業
見
学

・
対
象
：
・
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児

　

児
童
生
徒
、
成
人
及
び
保
護
者
／
・
教

　

育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教
育

　

に
関
心
の
あ
る
方
々
／
・
本
校
へ
の
入

　

学
を
検
討
し
て
い
る
方
と
そ
の
家
族
及

　

び
関
係
者
等　

※
申
し
込
み
締
め
切
り

　

は
６
月
20
日
（
水
）
正
午

・
場
所
：
山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２

－

10

－

２
）  

・
参
加
料
：
無
料

・
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
：
山
梨
県
立
盲　

　

学
校 

Ｅｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎　

０
５
５

－

２
２
６

－

３
３
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５

－

２
２
６

－

３
３
６
２

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.ysvi.kai.ed.jp/
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み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し

協
力

隊 60

ど
う
も
七
瀧
で
す
。

４
月
に
入
り
3
月

か
ら
育
苗
し
て
い
た
野
菜
が

育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
順
調
に

育
っ
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
畑
に
定
植
す

る
と
ま
だ
気
温
が
低
い
の
か
成
長
が
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

来
年
か
ら
は
も
っ
と
早
く
か
ら
野
菜

が
と
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
七
瀧
佳
至
）

昨
年
商
工
会
の
上
の

畑
に
キ
ク
イ
モ
を
植
え

た
畑
に
、
今
年
も
キ
ク
イ
モ
を
沢

山
植
え
付
け
ま
し
た
！　

植
え
付
け
面

積
は
、
昨
年
の
約
３
倍
以
上
な
の
で
、
前

年
度
の
キ
ク
イ
モ
の
収
穫
量
約
３
０
０

キ
ロ
に
対
し
、
今
年
度
は
約
１
０
０
０
キ

ロ
を
収
穫
出
来
る
見
込
み
で
す
。
今
年

度
も
で
か
い
キ
ク
イ
モ
に
育
っ
て
ほ
し

い
な
ぁ
。
キ
ク
イ
モ
の
植
え
付
け
が
よ
う

や
く
終
え
た

の
で
、
次
は

じ
ゃ
が
い
も

40
キ
ロ
を
、

釜
之
前
の
畑

に
植
え
付
け

ま
す
！　

気

合
い
で
ク
ワ

を
使
っ
て
の

高
畝
作
り
頑

張
り
ま
す
！    

（
鳥
澤
拡
太
）

診 療 所 だ よ り
　全国的に寒さが厳しかった冬から、あれよあれよという間にすっかり春になりました。桜も散り、新
緑が眩しい今日この頃です。毎年のことではありますが、気候、景色、生活環境などなど、今が一年の
中で最もダイナミックに変化する時期かとおもいます。
年度変わりのバタバタが過ぎ、各自それぞれの環境に慣れてきた頃に希望（あるいは不安）とともに蓄
積していたストレスが様々な形で噴出し、心身のバランスが崩れやすい時期です。「五月病」などとい
われるネガティブな部分もありますが、そうはいっても色々な意味で地に足をつけて活動的になれるの
も 5月ではないでしょうか。ゴールデンウィークがお休みの人、書き入れ時の人、あるいは暦の上での
休日は関係ない人など、それぞれの事情があろうかとはおもいます。弛緩あってこその緊張です。休め
る時は心も体もしっかり休めて、この時期を上手に謳歌できたら良いですね。

診療日　月・火・水・金／木・土（午前のみ）　休診日　日・祝日　歯科診療所より

・月始めには保険証の提出を
お願いします。
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ごろ
まで胃カメラ検査になります。
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日は午前中のみの診療
となり、血液検査は出来ませ
んのでご了承ください。
・第二・第四土曜日は休診です。

5 月の予定
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

5/1
午前：胃カメラ

5/2 5/3
憲法記念日

5/4
みどりの日

5/5
こどもの日

5/6 5/7 5/8
午前：胃カメラ

5/9 5/10 5/11 5/12
休診

5/13 5/14 5/15
午前：胃カメラ

5/16 5/17
午前中のみ診療

5/18 5/19
午前中のみ診療

5/20 5/21 5/22
午前：胃カメラ

5/23 5/24 5/25 5/26
休診

5/27 5/28 5/29
午前：胃カメラ

5/30 5/31
午前中のみ診療

５
月
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
に
は
新
し
く

購
入
し
た
ミ
ツ
バ
チ
が

続
々
と
到
着
し
、
道
志
村
に
四
か

所
設
け
て
い
る
各
養
蜂
場
に
配
置
し
て

い
き
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
飼
育
す
る
ミ
ツ

バ
チ
の
量
を
増
や
し
、
道
志
村
全
体
で
採

れ
る
ハ
チ
ミ
ツ
の
量
を

増
や
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
道
志
村
で
採

れ
た
ハ
チ
ミ
ツ
を
多
く

の
人
に
愛
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
価
格
や

容
器
な
ど
試
行
錯
誤
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
抱
井
昌
史
）
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　４月８日（日）10:00~12:00 やまゆりセ
ンターにて移住支援スタッフによる報告会
を行いました。
　報告会の内容は、１一年の業務報告　２
その業務から見えてきた事　３新規移住者
さんによる道志村での生活についての三部
構成で、その合間に皆さんから質問や意見
をいただきながら和やかに進みました。
　１一年の業務報告では、道志村に人を呼
び込む為にしてきた様々な事を発表しまし
た。ツアーやイベント参加はもちろん、空
き家バンクの整備、住宅補助など新しい補助制度についてのチラシ作り、道志村の仕事や働き方に関
する冊子の作成など、道志村を選んでもらえるような仕組みを発表しました。さらに、移住を定住に
繋げるために移住支援センター側のサポート体制や新規移住者との関係についてもお話ししました。
　２上記の活動を通してキーポイントが３つあります・住居・仕事・仲間です。住居については現在
空き家バンクを通してか村営住宅しか選択がありません。そこでやはり空き家バンクの登録物件を増
やす事が移住者受け入れに重要だという事。仕事については、村でも人手不足で悩んでいる企業もい
るのでそことの連携や自ら独立して起業する場合のサポート体制の重要性の話がでました。村では、
仲間の存在なくして生きられないという事やお互い助け合いながらいろんなプロジェクトが立ち上が
るので面白いという事。移住者が増えている地域でも「変化の兆し」がある地域は人の出入りが多い
という話がありました。
　３新規移住者の方のお話では、道志村での生活、仕事、教育についてでした。夫婦で道志村に移住
した奥さんのお話が印象的です。視点を変えれば、田舎暮らしは不便だけではないし、教育もタブレッ
トや英語教育など少人数で手厚いようなので、都会にいるより教育に関しても安心できるとの事でし
た。子どもがまだ幼いこともあり移動手段も電車より車の方が良いとの意見もありました。買い物な
ども特に不便は感じていないのも驚きました。田舎暮らしが自分に合っているとその方は言っていて、
暮らし方は個人の考え方や感じ方で随分違うんだなぁと思いました。
　その他、様々な方々のご参加とご意見頂きました。一番嬉しかったのが「村の人間以上に村をこの
ようにアピールしてくれてありがたい。」と言う村の方の意見でした。
　ずっと道志村に住んでいる方も新しく移住したり、居住歴が浅い人も道志村を好きな事は共通して
います。老若男女、力を出し合って村の人口対策を考えていくのが理想です。

道志村移住支援センター　大野志乃

道志村に移住者を呼ぼう！⑥ 道志村移住支援センター報告会
をしました！

道志村移住支援センター「DO・SH I F T !」
〒 402-0200 道志村 6889-2　（株）リトル・トリー内（農産物直売所ＭＡＴＯＢＡ横の小さな事務所です）
☎ 56-9676 （090-7637-1980）ＨＰ：https://www.do-shift.com/　フェイスブックもやってます。
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道志小学校

平成 30 年度スタート

　３月に 14 名の６年生を送り出し、４月５日に８名の

新入生を迎えました。在校生や多くの来賓の方々に祝福

された１年生は、毎日元気よく登校し、勉強に遊びに頑

張っています。また、新しく山本成利校長、加納光太郎

教頭、新田敏子教諭、藤本修平教諭、三浦史帆教諭、高

尾みのり教諭、小林彩夏教諭、澁谷圭吾教諭、森田実咲

教諭をお迎えし、児童数 63 名、職員数 16 名で平成 30

年度がスタートしました。一年間よろしくお願いします。

初めての給食

　４月 11 日は、１年生にとって

初めての給食でした。献立は、入

学を祝って、お赤飯とエビフライ

でした。６年生に配膳をしてもら

い、教室で先生も一緒になって机

を並べ、みんなでおいしく食べま

した。また、同じ時間を使って、

栄養教諭の澁谷先生から給食をお

いしく食べるための注意点をわか

りやすく教えていただきました。

１年生を迎える会

　４月 18 日は、新児童会執行部主催の「１年生を迎える会」

でした。１年生の元気な自己紹介の後、「○×ゲーム」や「ポー

ズ合わせゲーム」を全校で楽しく行いました。ゲームで正解し

たり勝ち上がったりすると、跳び上がって喜ぶ姿が見られまし

た。「とても楽しかった」という声がたくさん聞かれました。

　会の終わりには、６年生手作りのプレゼントをもらい、とて

も和やかな雰囲気の中で道志小の仲間入りができました。

小中対面式

　４月 19 日は、道志小学校と道志中学校の児童と生徒の対面式が行われました。

小中学生が一緒になって「まねまねゲーム」と「フープリレー」のゲームを楽しみました。小学１年生から中学３年

生までの子どもたちが一緒に楽しむ姿は、心温まるものでした。

　小中学校一体型校舎としてスタートして ､ １年が経過する中で、少しずつ小中学校の交流を深めています。

学校だより　
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入所 ・ 入学おめでとう

道志中学校入学式

道志小学校入学式



入所 ・ 入学おめでとう
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道志村学童保育所

平成 30 年度がスタート！

さくら組

ひまわり組

たんぽぽ組

すみれ組

道志村保育所入所式

●平成 30 年度入所児童数

す み れ 組 ( ５歳児 )　  4 名

ひまわり組 ( ４歳児 )　12 名

たんぽぽ組 ( ３歳児 )　  6 名

さ く ら 組 ( 未満児 )　14 名

合 　計　36 名

●平成 30 年度入所児童数

６年生　３名、５年生　１名

４年生　２名、３年生　１名

２年生　６名、１年生　３名　

合　計　16 名



道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

　4月 18日、株式会社横浜ビールより
寄付品が贈呈されました。
　道志村の湧水を使ったビールを販売
し、その売り上げの一部で道志小学校
に「小学校プログラミング教育推奨セ
ット」、道志中学校に「望遠カメラと小
型デジタルカメラ」を寄付していただ
きました。道志村の将来を担う子ども
たちのために、大切に使わせていただ
きます。

■横浜ビールから寄付をいただきました

道志村の皆様、はじめまして。
上野原警察署棡原駐在所から今回の異動で道志駐在所
勤務となりました、天野直樹と申します。
　出身は愛知県、自宅は山中湖村にあります。中学 1
年の長男、小学 5年の長女がいますが、単身赴任での
勤務になります。
　慣れるまでは、皆様にご迷惑をお掛けすることもあ
ると思いますが、村の皆様が平穏に暮らせるように一
生懸命頑張ります。
　どうぞよろしくお願いします。

■駐在所より

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

　

谷

相　

佐
藤　

ホ
ミ
子
さ
ん   　

93
歳

　

川
原
畑　

佐
藤　

進
作
さ
ん   　
　

95
歳

（
3
月
届
出
）

慶

弔

Ｈ 30. ４. １現在　世帯数：631 世帯　人口：1724 人（男：874 人　女：850 人）※外国人住民含む

発行　道志村役場 〒 402-0209 山梨県南都留郡道志村 6181-1
TEL 0554-52-2111(代 )　FAX 0554-52-2572　URL http://www.vill.doshi.lg.jp/

この広報紙は、環境に配慮して
植物油インキを使用しています。

わが家のアイドル
天
野
　
織り
こ瑚

ち
ゃ
ん
（
西
和
出
村
）

　

平
成
29
年
3
月
17
日
生

　

父　

慎
貴
さ
ん　

母　

有
紀
さ
ん

こ
の
長
い
人
生
を

乗
り
き
っ
て
み
せ
る
ぜ
！


